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シアノスポラサイドは、2006 年に Fenical らによって海底放

線菌 Salinispora pacifica から単離された 1)。主骨格であるシク

ロペンタ[a]インデン骨格上の塩素置換部位だけが異なる異性体

1 および 2 が存在し、これらの化合物の前駆体として 9 員環エン

ジイン 3 が示唆されている。 

今回、前駆体 3 の基本骨格を有する 8 を経由し、シアノスポ

ラサイドの骨格構築に成功した。5 員環部 4 とジインフラグメン

ト5のカップリングおよび9員環形成により6へと誘導した後、

ヨウ化サマリウムを用いたビニロガスな還元的脱離によりジエ

ンジイン 7 を合成した。これを四塩化炭素中、DBU と反応させ

たところ、 1 の骨格に相当する 10 が得られた。詳細を検討した

結果、トリエンジイン 8 の正宗-バーグマン環化により生じたビ

ラジカル 9 において、C6 位で選択的な水素引き抜きが進行して

いることが明らかとなった。 
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R1= Cl, R2= H : Cyanosporaside A (1)

R1= H, R2= Cl : Cyanosporaside B (2)

9-membered trienediyne (3)
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